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レイヤーって何？ 

レイヤーは透明なフィルムのようなモノ、と考えれば問題はありません。 
透明なフィルムを何枚も重ねて絵を作っていくことができるという機能です。 
だから、部分ごとにレイヤーを分けて絵を作っていけば失敗した部分のみを後で直すということ

も、絵全体が完成した後でも細かい色や明るさの調整もできます。 
レイヤーで絵を分けておけば背景を後で付け足す、なども簡単な作業ですることができるのです。

絵などを描くときに使いこなせると、非常に便利なツールです。 
 
 
 

①レイヤーを表示させよう 

まずはレイヤーのウィンドウを表示させてみましょう。 

 

 
 

『ウィンドウ』→『レイヤーを表示』をクリックします。右側にウィンドウが開きます。 

 
 



②レイヤーを使ってみよう 

レイヤーウィンドウの下のアイコン   を一回、クリックしてください。 
『背景』というレイヤーの上に「レイヤー1」が表示されます。 
もう一度アイコンをクリックすると、「レイヤー２」が表示されます。あとは絵を描くときにパー

ツごとに分けてレイヤーに描いていくだけです。例えば、輪郭をレイヤー１に、次に色をレイヤ

ー２、３･･･というふうに分けていきます。レイヤーの変え方は、自分の使いたいレイヤーの名前

の部分をクリックして、ウィンドウの中に表示されているレイ

ヤーを選択されている状態にするだけです。レイヤーの名前の

横に筆のアイコン  が表示されているレイヤーが現在選択さ

れているレイヤーです。 

 
 
 
 

③レイヤーを隠す 

レイヤーを使用すると何枚もレイヤーを重ねて編集することができますが、全てのレイヤーが

表示されたまま編集していくと、見えにくいです。そこで編集するもの以外のレイヤーを隠し

て作業すると、とてもやりやすくなります。 
レイヤーウィンドウの中の、隠したいレイヤーの横に表示されているアイコン をクリ

ックして、アイコンの表示を消します。このアイコンが表示されていないレイヤーに描かれて

いるものは、画面上では表示されなくなります。隠したレイヤーを表示させるには、アイコン

の表示されていた場所をクリックしてアイコンを表示させます。 

 
 

④名前をつける 

レイヤーの枚数が増えると、何番のレイヤーに何を描いたのか、わからなくなってしまいます。

なので、各レイヤーに名前をつけておくと、わかりやすくなります。例えば「レイヤー１」の名

前を変更する場合は、レイヤーウィンドウの中の「レイヤー１」と表示されている部分をダブル

クリックします。そうすると、レイヤーの名前を変更するためのウィンドウが開きます(下図)。レ
イヤーの名前の部分に、自分でわかりやすい名前を入力して、 
「Enter」を押すか「OK」ボタンをクリックします。 
そうするとレイヤーウィンドウの中にレイヤーの名前 
が表示されるようになります。 



 
 
 

⑤レイヤーを使って描いてみよう 

ここでは、海の風景を作ってみることにします。 
まず初めに、レイヤー１に砂地を作ります。このレイヤーの名前を『砂地』に変更します。次

に、レイヤー２に青系の色を使って水中にいるような風景を作っていきます。レイヤー２の名

前を『水』に変更しておきます。これで背景の完成です。(下左図) 

       
後は、背景にのせる魚や貝、海藻などの素材を作っていきます。一つ一つ、レイヤーの名前をき

ちんと付けておくと、後で編集しやすくなります。 
素材を作るときに、その度に新規作成をしていくのは非常に面倒です。しかし、一つの画面で作

るには背景が邪魔で作りにくい。なので④の手順を踏んで、編集しないレイヤーは見えない状態

にしておいて素材を作っていくと楽です。上右図では水草と泡の素材を作っています。 
素材が全部完成したら、レイアウトを決めます。移動させたいレイヤーを選択した状態にして、

このアイコン を選択します。このアイコンを使って各パーツを移動させます。細かい調

整はキーボードの矢印のキーを使うと便利です。 

 
 

オプション 

ツールオプションで「レイヤーの自動選択」にチェックを入れておくとレイヤーを選択しないで

も、ドラッグした部分にあるレイヤーを自動的に選択してくれるので、さらに楽です。 

 



 
 
 

レイヤーの統合 

全てのレイアウトが決まったら、それぞれのレイヤーの色調補正、コントラストなどを調整しま

す。レイヤーで分けているので、それぞれのパーツについて全体を見ながら自分の納得のいくま

で調整することができます。 
これら全ての作業が終わったら、全てのレイヤーを統合してください。 
全てのレイヤーを表示させ、『レイヤー』→『表示部分を統合』をクリックします。そうすると個

別のレイヤーに描かれていた絵が、一枚のレイヤーに統合されます。 

 
これで絵の完成です。絵を JPEGなどで保存してください。 
この絵ではレイヤーを合計で 54枚使用しました。 



画像を見やすくしよう！～画像のシャープ～ 
４年 C組１番石井大輔 

アンシャープマスク（UMS）は画像のボケを調整するため従来から使われている方法です。
元の写真もしくはスキャン画像のピンボケや、画面に表示された画像とプリントした画像

とに生じるピンボケを補正することができます。 
作業は簡単です。ヘルプを開くと難しい説明が長々と書いてありますが“習うより慣れろ”

で使った方がわかりやすいでしょう。以下に簡単に作業を説明します。 
 
まず元になる画像を用意しましょう。 

 
 
次にフィルタ／シャープ／アンシャープマスクを選択してアンシャープマスクダイアログ

ボックスを表示します。 

 



 
アンシャープマスクダイアログボックスの表示 

 

 
適用量と半径としきい値という訳のわからない言葉がでてきています。わかりやすく説明

するには実際に試してみる事が一番です。 
まずは適用量を最大の５００％にしてみます。するとこのようになります。 

 
 
 
 
 



 
これではあまり違いがわかりません。けれども若干色と色が変わるラインがくっきりとし

たのがわかります。たとえば前輪と車体との真っ黒の隙間に注目してください。適応量を

５００％にした写真ではタイヤの形がはっきりとわかるようになっています。次は適応量

を５００％のまま、半径を最大の２５０．０ピクセルにしてみます。 

 
 
するとほとんどの色がとんでしまいます。これはピンぼけを修正する機能が強すぎたから

です。このことから適応量と半径ともに数値が大きくなる程、ピンぼけを修正する働き（色

と色の変わり目をはっきりと表現する働き）が大きくなる事がわかったと思います。 
 
最後はしきい値の数値を最大の２５５レベルにしてみます。 



 
すると最初の画像に近い方向にもどってしまいました。このしきい値は大きく設定する程、

効果が現れないのです。コンピューターは色と色の境目、明るさの違いを確認してアンシ

ャープマスクという処理をしてくれます。そのときにどの程度の差を認識させるかの数値

をしきい値として設定します。しきい値が小さい程小さな明るさの差に反応し大きい程反

応が鈍くなります。先にしきい値を最大にしたときに最初の画像に近い方向に戻ったのは

そのためです。 
 
以上の用に３つの値を設定すれば簡単に画像のボケを修正する事ができます。 



 
 

4年 F組 18番 志岐 悠 
＊切り抜きとは 
 『画像の切り抜き』の機能を使えば、画像の中で必要な一部分のみを選び、取り除くこ

とが出来ます。切り抜く際には数々の機能を使って、よりよい画像に補修することも可能

です。たとえば、画像がもともと斜めにゆがんでいた場合、自動的に直すことも出来るの

です。知っていると大変便利な機能です。 
 
＊目次 
切り抜こう（切り抜きツール使用） 

1. ツール選択 
2. サイズ・解像度の調整 
3. バウンディングボックスの使い方 
4. 切り抜き範囲を見分ける 
5. 切り抜き範囲の調整 
① 移動 
② 拡大・縮小 
③ 回転 

6. 切り抜く 
 
＊切り抜こう（切り抜きツール使用） 
１．左端の箱より、切り抜きツール（ ）を選びます。 

 
 
2.切り抜く部分のサイズや解像度（画面上で 
区別する縦・横方向、白黒の縞の総本数）を 
指定する場合、上から 3段目にあるオプショ 
ンバーの「幅」、「高さ」や「解像度」の部分 
に値を入力します。また「前景」をクリック 
すると、作動中の画像の値を自動的に入力す 
ることが出来ます。 

 
 

 

画面の左端にある

このマークを見つ

けて下さい。 

画面の上の方にあり

ます。空欄部分に入力

して下さい。 



3.画像内で切り抜きたい部分をドラッグ（マウスでクリックしたまま、マウスを移動させる
こと）します。すると切り抜く範囲（バウンディングボックスという）が表示されます。 
・バウンディングボックスとは… 
切り抜く範囲を示した箱のことであり、コーナーハンドルとサイドハンドルという 2
つの機能を備えている。 

 
 
4.なお必要な場合、2.で使用したオプションバーの中より「切り抜き範囲の保護」オプショ
ンにチェックして下さい。切り抜く部分とその他の部分を色・不透明度によって見分け

ることの出来る「切抜きシールド」を表示します。 
 
 
 
 

 

 

色・不透明度を調整するには、オプションバーより「カラー選択ボックス」、「不透明

度ポップアップスライダ」を使用して下さい。 

 

・「カラー選択ボックス」…シールド外の色を指定します。 

チェックして

見て下さい。 

このように影がつき、

切り抜く部分がわかり

やすくなります。 

・サイドハンドル（ ）

…画像を回転させる場

合に使用します。 

・コーナーハンドル 
…画像の大きさを変更

する場合に使用しま

す。 



 

 
・「不透明度ポップアップスライダ」 
            …0～100％と不透明度を調整します。 

    
    25％        50％        75％        100％ 
 
 
 
 
5.切り抜き範囲の調整をします。 
① 切り抜き選択部分を別の位置へ移動させる場合、マウスを切り抜き範囲の内側に置きド
ラッグします。 

 

自分のお気に入りの

色を選択して下さい。

選択した色が影と

なります。 

調整することによって画

像の感じが変わります。 

ここにあった切り

抜き範囲が… 



 

② 選択部分の拡大・縮小を行う場合、3.のコーナーハンドルをドラッグします。なお縦横
比を固定したい時は、Shiftキーを押しつつコーナーハンドルをドラッグして下さい。 

                           

 

 
③ 選択部分を回転させる場合、マウスを切り抜き範囲の外側に置き 3.のサイドハンドルを
ドラッグします。 

                               

（注意点）画像が「モノクロ 2階調モード」では、回転させることは出来ません。 
 
6.以下よりいずれかの操作を行い、画像を切り抜くことが出来ます。 
・2.で使用したオプションバーより確定ボタンをクリックする。 

 
・切り抜き選択部分の内側をダブルクリックする。 
・ツールボックスで別のツールを選択する。 
・Enterキーまたは Returnキーを押す。 

これで□（四角）に切り抜くことが出来ました。 

こちらに移動して

います。 

大きさも

ご自由に。

向きも 360 度
自在に。 



Photoshop Elements チュートリアル        見本例 

レイヤーを使用したアニメーション                ↓こんな感じ↓ 

 

【アニメーションを作ろう】 

 

１．絵を描こう 

まず photoshop を使って、たくさんのレイヤーに絵を描きます。 

この時使うレイヤーの数分、その絵が動くと言うことです。 

つまり２つのレイヤーを使った場合は、 

２動作しかしないと言うことです。 

同様に５つのレイヤーの場合、５動作というように。 

なるべくたくさんのレイヤーを使った方が、 

動きのあるアニメーションができます。 

 

２．描いた絵をアニメーション化しよう 

次にこれらの絵をアニメーションとして、 

動きのあるものに変換するという作業をします。 

この時、レイヤー番号順に動くということに注意が必要です。 

ファイル／Web用に保存を選択し、Web用に保存ダイアログボックスを開きます。「設定」

で、最適化ファイル形式に「GIF」を選択し、「アニメーション」チェックボックスを選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみにここまでで 

OKボタンを押しても、 

アニメーションとして完

成することができます。

以下は細かい設定等で

す。 



 

３．アニメーションのオプションを設定しよう。 

アニメーションをループさせるかどうかを選択します。繰り返しボタンをクリックすれば

ループ設定になります。 

「フレームディレイ」に値を入力すれば、フレームの表示時間を設定できます。ディレイ

時間は秒単位です。つまり、0.25秒は 1/4秒ということです。 

また、アニメーションをプレビューすることもできます。プレビューはフレームごとにで

きます。フレームの選択ボタンをクリックして、前後のアニメーションに移動してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．Webブラウザでアニメーションを見てみよう 

上の、プレビューの横の青いところを押せばWebブラウザで動きのあるアニメーションを

見ることができます。 

ブラウザでは、アニメーションGIF だけでなく、HTMLコード、フォーマット、サイズや

設定に関する情報も表示されます。 

 

５．保存しよう 

アニメーションの作成が終了したら、Web 用に保存ダイアログボックスの「OK」をクリ

ックします。Photoshop Elements は、レイヤーをフレームに変換して最適化した GIF

アニメーションファイルを保存します。これで、このアニメーションをブラウザで表示し

たり、Webページに組み入れることができます。 

 

！完成！ 



 
 

４年 E組 35番 js0135nh 堀内 奈央  
状況・目的に応じて様々な保存方法を選ぶことができます 

 
●現在のファイルに加えた変更を保存するには？● 

 
「ファイル→保存」を選択するか、 

ツールバーにある「保存ボタン 」をクリックすると、 
現在既存しているファイルに加えた変更を保存することが 
できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●画像を別のファイル名や場所に変更して保存するには？● 

 
①「ファイル→別名で保存」を選択します。 
②ファイル名を入力し、ファイルの保存場所を選択します。 
③「保存」をクリックします。 
もとの画像が別のファイル名や場所に変更されて 
保存されます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ファイル名

保存場所



●画像を別のファイル形式で保存するには？● 
 
①「ファイル→別名で保存」を選択します。 
ここまでは、別の名前や場所に変更して 
保存するときと同様 

②ファイル形式ドロップダウンリストから 
保存する形式を選びます。 
この時、ファイル名・保存場所も 
確認しましょう。 

③「保存オプション」を設定し、「保存」を 
クリックします。 

詳しくは「ファイル保存オプションを  

設定してみましょう」を参照して下さい 

 
●Webページに最適な画像を保存するには？● 

 
①「ファイル→Web用に保存」を選択します。 
②各種設定を行い、「OK」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ファイル名、保存場所、ファイル形式を確認し、「保存」 
をクリックします。 

 
この時、「HTMLファイルを保存」を選択すると、 

Web ページに最適化画像を表示するコードが含まれた

HTMLファイルを生成します。 

画像ファイルのみを保存する場合は、 

「HTMLファイルを保存」の選択を解除します。 

 
 
 

ファイル形式 

ドロップダウンリスト 

各種設定をして 

OKをクリック 



●ファイル保存オプションを設定してみましょう● 
別名で保存ダイアログボックスで、次のようなオプション設定ができます。 
チェックボックス（  ）に、チェックをつけて（  ）設定を行います。 
 
 
複製を保存 
・このオプションを選択すると、画面に現在のファイルが開いたままの状態で、 
ファイルのコピーが保存されます。 

 
 
レイヤー 
  ・このオプションを選択すると、画像の全てのレイヤーが保持されます。 
  ・このオプションが無効または使用不可になっている場合（色が灰色になり、クリ

ックしても何も反応しない状態になります）、選択した保存形式によっては、表示

されている全てのレイヤーが統合されることがあります。 
  ・ファイルを GIF 形式で保存する場合は、「レイヤーをフレームとして保存」オプ

ションを使用できます。 
  ・このオプションを使用すると、レイヤーがアニメーション GIFのフレームとして

保存され、Web用に保存ダイアログボックスが開きます。 
 
 

ICCプロファイル（Windows）、カラープロファイルの埋め込み（Macintosh） 
  ・このオプションを選択すると、画像内にカラープロファイルが埋め込まれます。 
  ・このオプションは、特定の形式でのみ使用できます。 

 
 
サムネール（Windows） 
  ・このオプションを選択すると、ファイルのサムネールデータが保存されます。 
  ・このオプションの選択と解除を切り替えるには、環境設定ダイアログボックスの

「画像プレビュー」オプションで、「保存時に確認」を選択する必要があるので注

意しましょう。 
 
 
 
 
 
 
 



プレビュー（Macintosh） 
  ・このオプションを選択すると、ファイルのサムネールデータが保存されます。 
  ・サムネールは、開くダイアログボックスに表示されます。 
  ・次のような画像プレビューオプションを設定できます。 

アイコン プレビューがファイルアイコンとして使用されます。 

フルサイズ 低解像度の Photoshop Elements画像しか開けないアプリケー
ションで使用するために 72ppiのサムネールデータが保存され
ます。 

Macintoshサムネール 開くダイアログボックスにプレビューが表示されます。 

Windowsサムネール Windows システムで表示できるプレビューが保存されます。
Windows サムネール表示を有効にすると、Web サーバによる
配信時にファイルサイズが大きくなることに注意して下さい。 

 
 
 
小文字の拡張子を使用（Windows） 
  ・このオプションを選択すると、ファイルの拡張子が小文字になります。 

 
 
ファイル拡張子（Macintosh） 
  ・このオプションを選択すると、特定のファイル形式の拡張子が指定されます。 
  ・「必ず追加」を選択すると、ファイル名にこの形式の拡張子が追加され、「小文字

を使用」を選択すると、その拡張子が小文字になります。（一部の UNIXファイル
サーバでは、大文字の拡張子が認識されません） 

 
 

これで画像の保存方法の説明は終わりです 
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日
午
後
２

時
か
ら
の
３
時
間
番
組
、
“
お
元
気
で
す
か
日
本
列
島
”

中
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
気
に
な
る
言
葉
」
コ
ー
ナ
ー
の

言
葉
お
じ
さ
ん
”
と
し
て
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。 

“

 

「
気
に
な
る
言
葉
」
は
昨
年
十
月
か
ら
始
ま
っ
た
、

“
言
葉
お
じ
さ
ん
”
こ
と
梅
津
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
コ

ー
ナ
ー
で
、
最
近
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
日
本
語
に
つ
い

て
、
視
聴
者
と
の
や
り
と
り
を
も
と
に
、
“
正
し
い
日
本

と
は
何
か
”
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。 

語

 

今
回
は
、
“
言
葉
お
じ
さ
ん
”
に
、
そ
の
放
送
の
裏
に

あ
る
、
外
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
真
実
を
語
っ
て
い
た
だ

し
た
。 

 き
ま

 

テ

マ
決
め
か
ら

成
ま
で
、
全
て
自
分
で 

ー

構

こ
の｢

言
葉
お
じ
さ
ん｣

の
コ
ー
ナ
ー
、
一
体
ど
う
や
っ

て
放
送
に
至
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

｢

実
は
十
月
に
番
組
が
始
ま
る
前
、
私
が
八
十
程
選
ん

で
リ
ス
ト
を
作
っ
て
準
備
し
て
い
た
ん
で
す
。｣
 

な
ん
と
番
組
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
る
の
は
、
梅
津
さ

ん
ご
自
身
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
や
、
視
聴
者

の
手
紙
を
元
に
、
梅
津
さ
ん
と
責
任
者
さ
ん
、
そ
し
て

ア
ナ
ウ
ン
ス
室
の
ス
タ
ッ
フ
の
四
人
で
、
い
つ
頃
ど
の

テ
ー
マ
を
や
る
か
を
決
め
た
そ
う
で
す
。
毎
回
、
そ
の

テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
資
料
を
集
め
た
り
、
本
を
書
い

て
い
る
専
門
家
の
方
に
直
接
電
話
で
聞
い
た
り
、
街
頭

調
査
を
し
た
り
し
ま
す
。
資
料
が
集
ま
っ
た
ら
、
梅
津

さ
ん
達
は
番
組
の
時
間
内
で
よ
り
わ
か
り
や
す
く
面
白

い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
図
表
や
資
料
な
ど
を
見
せ
る

順
番
や
話
の
流
れ
な
ど
の
構
成
を
考
え
、
練
り
直
し
ま

す
。
こ
う
し
て
出
来
あ
が
っ
た
も
の
を
元
に
、
“
言
葉

お
じ
さ
ん
”
の
梅
津
さ
ん
が
毎
回
放
送
な
さ
っ
て
い
る

の
で
す
。 

「
原
稿
、
つ
ま
り
台
本
は
な
い
ん
で
す
。
」 

「
私
達
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、
自
分
の
仕
事
は
自
分
で

取
材
し
て
構
成
し
、
表
現
な
ど
決
め
て
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
出
る
資
格
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
時
代

で
す
か
ら
、
そ
れ
は
も
う
当
然
の
こ
と
な
ん
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
リ
ポ
ー
タ
ー
も
自
分
で
ネ
タ
を
探
し

て
、
取
材
を
し
、
コ
メ
ン
ト
を
決
め
て
、
カ
メ
ラ
割

り
ま
で
、
全
て
し
ゃ
べ
る
人
が
自
分
で
や
る
ん
で
す
。

他
人
の
書
い
た
原
稿
を
読
む
だ
け
な
ら
ば
、
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
わ
け
で
す
。
有
名
な
タ

レ
ン
ト
さ
ん
で
い
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
方
が
皆
さ
ん

見
て
く
れ
る
し
、
上
手
い
で
す
よ
ね
、
お
芝
居
が
上

手
だ
か
ら
。
で
も
、
情
報
番
組
は
芝
居
じ
ゃ
な
い
か

ら
、
違
う
ん
で
す
。
」 

形
だ
け
で
は
な
い
、
内
容
の
伴
っ
た
放
送
。
代
わ
り
は

誰
に
も
で
き
な
い
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
放
送
を
し

よ
う
と
い
う
熱
い
思
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
ｃ
ｈ
伝
わ
る

特
別
な
何
か
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

か
。 

NHK チーフアナウンサー

梅津正樹さん 

う

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
、
言
葉
へ
の
意
識 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
あ
る
梅
津
さ
ん
は
、
も
と
か
ら
、
言

葉
に
対
す
る
意
識
は
高
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
、
言

葉
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
な
さ
っ
た
こ
と
で
、
何
か
ご

自
分
の
中
で
変
化
な
さ
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。 

「
そ
れ
は
ね
、
全
く
な
い
ん
で
す
。
」 

梅
津
さ
ん
は
も
と
も
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
に
一
人
い
る
用

語
委
員
で
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
間
違
っ
て
い
た
り
、
指
摘

が
あ
っ
た
も
の
や
、
新
し
い
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど

を
調
べ
て
、
全
国
に
お
知
ら
せ
す
る
係
を
何
年
も
な
さ

っ
て
い
ら
し
た
そ
う
で
す
。 

「
そ
う
い
う
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
十
月
か
ら
始
ま

る
番
組
で
や
れ
と
い
う
風
に
言
わ
れ
て
、
や
っ
て
か

ら
も
、
意
識
は
全
く
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
ん
で
す

ね
。
全
く
同
じ
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
わ
り
と
こ

の
仕
事
は
す
ん
な
り
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」 

昔
か
ら
言
葉
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
は
変
わ
ら
な
い
と

言
い
切
る
梅
津
さ
ん
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
の
器
の

大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

日
本
語
は
多
様
で
、
一
つ
で
は
な
い 

で
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
番
組
を
や
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
我
々
の
間
違
い
を
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
い
け
な
い

な
と
い
う
の
と
、
毎
日
の
よ
う
に
届
く
投
書
に
、
一

つ
一
つ
答
え
る
時
間
が
無
い
の
で
、
番
組
の
中
で
答

え
て
い
け
れ
ば
早
い
か
な
、
と
思
っ
た
ん
で
す
。
」 

ま
た
投
書
の
中
に
は
、
思
い
違
い
、
誤
解
な
ど
も
多
く
、

そ
れ
を
な
ん
と
か
正
し
た
い
、
そ
う
い
う
思
い
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。 

「
自
分
と
違
う
言
葉
遣
い
の
人
は
間
違
っ
て
い
る
、

そ
う
決
め
つ
け
て
投
書
し
て
く
れ
る
人
が
多
い
け
れ



ど
、
実
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
、
も
う
一

度
辞
書
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
調
べ
て
み
る
と
違

う
ん
で
す
よ
。
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
私
は
こ
の
番
組
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
日

本
語
は
多
様
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
い
う
考
え
方
も
で

き
る
し
こ
う
い
う
考
え
方
も
で
き
る
、
そ
う
伝
え
た

い
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
あ
の
結
論
の
出
な
い
番
組
を

わ
ざ
と
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
が
、
今
ま
で
の

言
葉
の
番
組
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
。
」 

こ
の
番
組
は
、
“
言
葉
お
じ
さ
ん
”
の
日
本
語
に
対
す

る
熱
い
思
い
や
願
い
が
つ
ま
っ
た
番
組
だ
っ
た
の
で
す
。 

“
先
生
”
で
も
な
く
“
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
”
で
も
な
い

時
間
こ
の
“
言
葉
お
じ
さ
ん
”
と
い
う
名
前
に
も
、
特

別
な
意
味
合
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

「
“
お
天
気
お
姉
さ
ん
”
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
？
そ

れ
に
な
ぞ
ら
え
て
“
言
葉
お
じ
さ
ん
”
に
し
よ
う
か

っ
て
な
っ
た
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
私
は
専
門
家
と
し

て
出
て
な
い
ん
で
す
。
日
々
仕
事
と
し
て
言
葉
を
使

っ
て
い
る
私
が
、
悩
み
な
が
ら
も
勉
強
し
な
が
ら
や

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
視
聴
者
の
皆
さ
ん
に
も
共
有
し

て
ほ
し
い
。
日
本
語
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
一

緒
に
考
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

く
て
こ
の
番
組
を
僕
は
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か

ら
結
論
は
無
い
ん
で
す
。(

中
略
）
僕
は
こ
う
思
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？
と
し
て
い
る
。

だ
か
ら
“
お
じ
さ
ん
”
な
ん
で
す
よ
ね
。
“
先
生
”

で
も
単
な
る
“
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
”
で
も
な
く
、
ち
ょ

っ
と
言
葉
に
う
る
さ
い
一
人
の
“
お
じ
さ
ん
”
な
ん

で
す
。
」
そ
し
て
梅
津
さ
ん
が
、
こ
の
“
言
葉
お
じ
さ

ん
”
に
な
り
き
る
た
め
に
、
放
送
中
意
識
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。 

「
本
当
の
こ
と
言
う
と
ね
、
な
る
べ
く
“
い
い
お
じ

さ
ん
”
に
思
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
る
ん
で
す
よ
、
実

は
。
そ
れ
は
、
お
じ
ぎ
の
仕
方
、
笑
い
方
…
意
識
し

て
る
ん
で
す
よ
。
も
う
一
つ
し
ゃ
べ
り
方
な
ん
で
す

が
、
こ
れ
は
自
分
の
地
を
出
し
て
る
ん
で
す
。
な
か

な
か
自
分
の
地
の
ま
ま
で
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
出
来
る

番
組
っ
て
無
い
で
す
よ
ね
。(

中
略)

久
し
ぶ
り
に
自

分
の
テ
ン
ポ
で
で
き
る
番
組
な
ん
で
、
そ
の
ま
ま
や

っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
」 

ま
た
、
普
段
、
放
送
で
は
使
わ
な
い
“
で
し
ょ
”
“
で

も
ね
”
な
ど
の
言
葉
も
意
識
的
に
使
っ
た
り
す
る
そ
う

で
す
。
こ
ん
な
お
茶
目
な
面
も
持
っ
て
い
る
梅
津
さ
ん
。

よ
い
番
組
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
“
言
葉
お
じ
さ

ん
”
と
し
て
の
自
分
作
り
も
欠
か
さ
な
い
の
は
さ
す
が

で
す
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
三
要
素 

認
識
力･

判
断
力･

表
現
力 

こ
の
よ
う
に
、
“
言
葉
お
じ
さ
ん
”
は
、
人
の
書
い
た

原
稿
を
自
分
の
言
葉
と
し
て
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な

く
実
は
自
ら
番
組
作
り
に
積
極
的
に
携
わ
っ
て
、
番
組

を
展
開
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
同
じ
だ
そ
う
で
す
。
例
え
、
他
人
の

書
い
た
原
稿
で
も
、
内
容
が
理
解
で
き
て
い
る
か
に
よ

っ
て
伝
わ
り
方
が
違
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
こ
の
“
内

容
が
理
解
で
き
て
い
る
か
”
と
い
う
の
は
書
い
て
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
か
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
が
全
て
わ

か
っ
た
か
ど
う
か
と
う
い
う
こ
と
だ
と
梅
津
さ
ん
は
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
ね
、
情
報
に
一
番
近
い
人
が
し
ゃ
べ

る
と
い
う
の
が
鉄
則
な
ん
で
す
。
す
る
と
記
者
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
ラ
イ
バ
ル
は
記
者

な
ん
で
す
。
我
々
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
記
者
と
同
じ
レ

ベ
ル
の
認
識
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
。
そ
れ

か
ら
、
放
送
で
は
時
間
な
ど
の
制
約
も
あ
っ
て
ど
ん

な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
て
も
、
瞬
時
に
何
を
伝
え
、

何
を
省
略
す
べ
き
か
、
そ
う
し
た
判
断
力
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
我
々
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
必

要
な
の
は
、
認
識
力
・
判
断
力
、
そ
し
て
最
後
に
表

現
力
の
三
要
素
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、
表
現
力
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
そ

の
こ
と
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
知
り
尽
く
し
て
い
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。 

「
そ
し
て
、
放
送
中
の
“
何
気
な
い
一
言
”
が
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
『
全
国
で
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
』
と
言
う
に
も
、
本
当
に
そ
う
か

は
わ
か
ら
な
い
。
実
際
に
全
国
調
べ
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
」 

そ
の
言
葉
一
つ
一
つ
に
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
。
つ
ま
り
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
一
言
一
言
に
は

長
年
の
経
験
と
勉
強
と
努
力
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
一
言
一
言
が
集
ま
っ
て
、
私
達
に
届
く
放
送
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

「
言
葉
お
じ
さ
ん
も
誰
が
や
っ
て
も
い
い
の
だ
け
れ

ど
、
そ
う
も
い
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

今
全
国
で
四
五
〇
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
い
ま

す
け
れ
ど
、
た
ぶ
ん
一
番
ふ
さ
わ
し
い
な
と
い
う
こ

と
で
選
ば
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
自
分
で
も
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
」 

そ
う
力
強
く
語
る
梅
津
さ
ん
か
ら
は
、
そ
の
喋
り
方
や

姿
勢
、
容
姿
か
ら
、
“
言
葉
お
じ
さ
ん
”
と
い
う
よ
り

“
言
葉
お
じ
さ
ま
”
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
世
界
で
た
っ
た
一
人
の
“
言
葉
お
じ

さ
ん
”
は
、
今
日
も
ま
た
一
つ
、
私
達
に
暖
か
い
日
本

語
を
届
け
て
く
だ
さ

ま
す
。 

い

Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー 

Ｎ

 

お
客
様
コ
ー
ナ
ー
に
て 

 

十
八
時
半
よ
り
三
十
分
間 


